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初年度資金繰り計画

当事
業計
画書
類から
提出
物とし
て有
効なも
のを
抜粋し
てくだ
さい。

創業目的・動機

通期収支計画

初年度月別収支計画

ご自
身で
追加

経歴書や受賞の経験
など、アピール材料

ｾｰﾙｽﾎﾟｲﾝﾄなど

借入金返済計画1

創業計画書の見本(日本政策金融公庫)

創業計画書は、事業の概要説明書(公庫が指定する最低限の事業説明書)にすぎません。融資獲得の可能
性を高めるにはその根拠を説明する別添書類が不可欠です。そのもっとも困難な資金や収支見通し、資金
繰りなどの詳細説明資料として本ｻｰﾋﾞｽの事業計画書が効果を発揮します。これだけ詳細で多彩にわたる
書類を添付できるｹｰｽは少なく、その時点で優位に立つことができます。

融資の条件が優遇されているほど、その審査基準は厳しいものです。良い条件で資金を借りようとすれば、
その厳しい審査基準を突破しなければなりません。提出義務がある書類を取りあえず書く、提出さえすれば
よいというものではありません。[資金を借りれば、必ず成功する、計画通り返済できる。］ということを説明し、
説得しなければならないのです。特に事業への思いやなぜ事業化を考えたのかなど、ご自身でないとわから
ないことを伝えることが、重要なﾎﾟｲﾝﾄとなります。このことを念頭に創業計画書を完成させてください。

借入金返済計画2

減価償却計算表

経営分析指標1

経営分析指標2

通期資金計画

別添資料(根拠) 創業計画書(全体の概要書)

日本政策金融公庫
の新規開業ﾛｰﾝ関
連の融資申し込み
に利用

日本政策金融公庫
の新規開業ﾛｰﾝ関
連の融資以外の申
し込みに利用
その機関が定める書
式にあわせる必要が
ある場合は、その書
式に記入し直してくだ
さい。

創業計画書記入例(日本政策金融公庫)へのリンク

創業計画書の解説1(創業計画書とは?)

なぜ、当ｻｰﾋﾞｽでは創業計画書を取り上げているのか?

ここでいう創業計画書とは、日本政策金融公庫の新規開業ﾛｰﾝ関連の融資を申し込む際に必要となる事業
内容とその見通しなどを説明する概要書のことを言います。あくまで日本政策金融公庫の書類名ですが、公
庫以外からの融資や、融資の必要がないとお考えの場合でも、概要書として役立ちます。

創業計画書と事業計画書の関係

事業計画書とは?
事業計画は、本来、ご自身が、事業の構想が実現可能かどうか、また、その見通しは、資金は、など、実現
性の詳細を数値で確認するためのもの。事業計画書はそれを書類にしたものです。ただ、融資など他者に説
明するための書類としても同様に呼ばれるｹｰｽが多いのですが、両者は微妙に違うものです。ご自身の判断
のためのものは、事業計画を決定するためのものであり、さまざまな角度からのチェック材料となる必要があ
り、複数のｹｰｽが比較できるぐらいのものが理想なのに対して、融資を申し込む際に必要なものは、事業計
画自体は決定後であり、その成功の確率が高いことをアピールするためのものでなければなりません。(前者
のほうがより高度なものでなければなりません.)当ｻｰﾋﾞｽの事業計画書は、その両方の役割に活用していた
だけます。特に、融資申し込みにご利用の場合は、創業計画書を概要書として、あわせて提出されると、より
効果的です。

創業計画書作成の最重要ﾎﾟｲﾝﾄ

記入例のように作成したとしても融資がおりるとは限りません。これが最低ﾚﾍﾞﾙだと考えてください。

日本政策金融公庫は融資条件が他と比べて好条件であり、借り入れが必要な場合の第一候補になる可能
性が高いため、すぐにご利用いただけるようその書式を採用しています。(これだけを作成するｻｰﾋﾞｽもある
ほどです。)
また、他の金融機関への申し込み時にも似たような書類が必要になり、そのための雛形として有効にご利用
いただけます。

創業計画書とは?

事業の経験

創業計画書

資金
事業の見通し
(一部を除いて既に
記入済み)

計画概要

初期投資計画

収支概要

融資を勝ち取るためのアピール材料



下図は、創業計画書右上部分の拡大図です。まず➊と➋は等しくなければなりません。次に［2-1］+［2-2］+［2-3］+［2-
4］=➋になるように［2-2］,［2-3］,［2-4］を入力します。必要なら借入先や借り入れ条件などを記入してください。以上で、
右側の下部は、既に記入していますので、以上で右側のﾍﾟｰｼﾞは完成です。

創業計画書の解説3(記入のﾎﾟｲﾝﾄ1)

1．創業計画書の全体

創業計画書は下図のようなA3横長の書類です。お送りしたものは、A42ﾍﾟｰｼﾞでも印刷できます。　ﾌﾞﾙｰの透
明部分は当ｻｰﾋﾞｽでおつくりした事業計画書の数値と関わりのある部分ですので、最初から完成していま
す。ｸﾞﾘｰﾝの透明部分は、当ｻｰﾋﾞｽで入力済みですが、変更していただける部分。赤の部分は公庫以外に利
用される際に、消すか、変更したほうが良いと思われる部分です。

2.右ﾍﾟｰｼﾞを完成させる。

2-1

2-2

1

この合
計が、
➋と等
しくなけ
ればな

あれば記入する。
借り入れ先名
元本額x返済月数(金利%)

あれば記入する。
借り入れ先名
元本額x返済月数(金利%)

2

等しくなければならない

2-3

2-4

公庫以外に退出の場合は、変更・削除する。



指定以外、サービスの申込月+3ヶ月
+軌道に乗るまでの期間で仮入力し
ています。変更時には、創業予定月
+軌道に乗るまでの期間にしてくださ
い。

この数値は、［初年度月別収支］の
軌道に乗った後の月の数値と一致し
ます。

操業当初の数値は、軌道に乗るま
での期間の月平均値ですので、同じ
数値が事業計画書上にはありませ
ん。［初年度月別収支］の軌道に乗
るまでの月合計値を軌道に乗るまで
の月で割るとこの数値になります。

この部分は、事業計画書の［初年度
月別収支］および［初年度資金繰り
計画］の人件費の部分に反映されて
います。

事業計画書の［初期投資］計画の内
容と同等ですが、金額の多い順に並
び替えてあります。また、項目数を
超えたものがある場合は、最下部の
項目をその他にして、合計していま
す。

各資金の総額は、事業計画書に
沿って記入しています。その内訳に
ついて、記入の数値の差額分の内
容と数値を記入してください。

左部分は、もっと具体的に書き直さなけれ
ばなりませんが、順番はそのままにしてくだ
さい。

ご登録いただいた社員数を記入していま
す。ｱﾙﾊﾞｲﾄ数は、ｱﾙﾊﾞｲﾄの年間勤務時間
の合計を営業日数X8時間で割ったもので
す。一人が8時間勤務するものとして計算し
たということです。

当サービスで作成した数値関連と関わりのある部分は、事業計画書の内容と一致する必要があり、また、そ
れぞれの関係に差異があってはいけませんので，あらかじめﾃﾞｰﾀから入力(下図①～⑤の赤字の部分)して
います。その内容と事業計画書の関係について説明していきます。

創業計画書の解説5(作成ﾃﾞｰﾀについて)

4．入力済みデータ部分の説明

ご登録いただいた、営業種目の中で
売上の比率の高いものから3つを並
べています。
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